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【発表概要】 
最近では、中国をはじめとするアジアや新興国の特許情報は、英語データベースの

みでの検索では、網羅的な調査ができないことが周知されつつある。中国特許調査に

おいても英語情報に原語（中国語）情報を搭載し、英語＋中国語でのハイブリッド検

索可能なシステムも登場してきた。そのような状況下、中国特許庁関係機関である中

国知識産権出版社が運営する従来からの中国語データベース CNIPR（中国版

CNIPR：一部有料）に加え、２０１４年に新たに日本ユーザー向けの日本語インターフ

ェースによる「日本版 CNIPR（有料）」がリリースされた。日本版 CNIPR には従来の中

国版CNIPRにはない便利な機能がいくつか搭載されているので、その概要を中国版

CNIPR と比較して紹介する。また、英語＋中国語での検索が可能となった日本版

CNIPR に、本年１１月には日本語での検索が可能になることが予告されているので本

発表時にはその機能の詳細についても報告の予定である。 
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１．はじめに 
外国特許調査においては、（商用）英

語データベースを利用するのが基本で

あるが、中国をはじめとするアジアや新

興国の特許情報は、データの収録が不

充分なこと、特許分類である IPC の付与

が不充分なことに加え、各国原語から英

語への翻訳精度も充分でない場合があ

り、英語データベースのみでのワード検

索では、網羅的な調査ができない。 
中国特許調査においては、データの

収録や IPC の付与に関してはほぼ問題

ない状況にはあるが、多くの商用英語デ

ータベースでは機械翻訳による英語で

抄録をはじめ、特許請求の範囲、全文

明細書が作成されているため翻訳不良

による検索洩れを起こす。 
これまでに我々は、網羅的に中国特

許検索を行うには「英語＋中国語」での

調査が必要であることを「中国語キーワ

ードでの検索検証」1)や商用英語データ

ベースに原語（中国語）が搭載されたハ

イブリッド検索システムを活用することに

より、調査の網羅性を挙げることができる

ことを紹介してきた 2) 。 
このような英語データベースを補完す

る中国語検索システムとして、データの

収録（収録のタイムラグを含む）、検索、

表示、出力の点から中国知識産権出版

社が運用する「CNIPR」が実務上有用

なことも紹介してきたが、今年（2014 年）

に な っ て 、 新 た に 従 来 の 「 中 国 版

CNIPR」に加え、日本ユーザー向けに

「日本版 CNIPR」がリリースされた。 
「日本版 CNIPR」は、従来の「中国版

CNIPR」に比べて、特に外国人である

日本人でも容易に検索用の中国語がピ

ックアップできるなど、多彩な機能が搭

載された。本年 11 月には、「日本語での

検索機能」も追加されることが予告され

ているが、その点については、発表時に

日本語での検索精度など詳細を報告す

ることとする。 
そこで本稿では、「日本版 CNIPR」

（有料）の現状での新機能などを「中国

版 CNIPR」（一部有料）と比較しながら

紹介すると共に検索上のノウハウなども

併せて紹介する。 
 
２．日本版 CNIPRの新機能 
2-1. 検索機能 

現時点(2014 年 9 月末)での日本版

CNIPR は、検索用インターフェイスが日

本語であるだけで「日本語で検索でき

る」ものではないため、本稿では「日本版

CNIPR」と呼称する。 
中国版 CNIPR に比べた大きな利点

は、(1)生死情報別に検索できること、(2)
発明の名称などワード検索フィールドや

出願人、発明者などのフィールドでは英

語でも検索できること、(3)審査請求の有

無や年金未納などの法律状態でも検索

できることである（表 2-1）。 
 

表 2-1.検索機能 

 
TI：発明の名称, AB：要約, CL：全請求項 
 
「失効検索」以下は、一般検索ＤＢとは

別ＤＢ（同一サイト内）となっている。 
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2-1-1.生死情報別検索 
登録となり、年金も支払われて生きて

いる特許や実案別に、あるいは公開特

許のうち審査請求前後の生きている特

許など生死情報別の検索は、大量の情

報を表示したり、出力する場合に極めて

有用である。 
 本機能の精度（生きているデータが死

んでいたり、死んでいるものが生きている

ことがないかどうか）の検証は、「中国特

許ステータス情報」として別途、水町氏ら

が報告を予定している。 
 
2-1-2.英語/中国語のハイブリッド検索 
 CNIPR が英語でも検索できるようにな

ったとはいえ、英語ワードの異表記のみ

を並べても網羅的な検索はできない。英

語ワード入力で中国語の異表記を抽出

し、英語＋中国語で検索することにより

網羅性が向上する。本機能での中国語

抽出は従来までの英中 Web 辞書などか

らの抽出より格段に効率的になった。中

国語抽出の具体的手法などは、次項（３．

検証）で紹介する。ハイブリッド検索が可

能な商用英語データベースでも同様に

中国語の抽出は可能であり、発表時に

簡単に比較検証する。 
 また、本年 11 月に可能となる予定の日

本語検索機能の使い勝手などについて

も紹介の予定である。 
 
2-1-3.法律状態検索 
 特定分野や特定出願人の出力を年金

未納や審査請求の有無で絞り込んだり、

特許と実用新案の同時（二重）出願の特

許成立に伴う実用新案の「重複授権放

棄」などを確認できる。 
 
2-1-4.日本版検索機能上の問題点 
 中国版 CNIPR では、「国省コード」を

元に中国国内からの出願か否か、どの

国からの出願かの統計情報を取得して

解析できたが、日本版ではこれが利用で

きない。 
 また、中国版（旧 CNIPR）では概念検

索や同義語検索などが可能であるが、

日本版では利用できない。 
 
2-2.表示・出力機能 
 表 2-2 に中国版と日本版の表示・出力

機能比較を示した。 
2-2-1.翻訳機能とハイライト機能 
 日本版 CNIPR では、書誌抄録画面で

英語や日本語への翻訳ボタンが用意さ

れた他、ハイライト機能では中国語、英

語、日本語で全請求項、全文がワード 5
文字でハイライト機能できる。 
 中国語から英語/日本語への翻訳精度

については未検証である。 
 
2-2-2.解析機能 
 中国版には、表示・解析機能として、無

料版では 1 万件まで、有料版では 5 万

件までのデータが出願人や IPC 分類な

どから解析できるようになっているが、日

本版にはこの機能はない。検索をしなが

ら簡易なランキングを求めたりすることも

あり、本解析機能は日本版にも移植して

ほしい機能の１つである。 
 

表 2-2.表示・出力機能 
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2-2-3.ダウンロード 
 中国版では 2000 件ごとに、日本版で

は 10000 件ごとにデータのダウンロード

が可能であるが（１０回繰り返せば１０万

件のダウンロードも可能）、日本版ではさ

らに中国語情報と共に英語でも同時に

全請求項、生死情報も含む法律状態が

ダウンロードできる。 
 
３．検証 
3-1．日本版 CNIPRの検索機能 
3-1-1.生死情報別検索 
 生死別検索を基に図 3-1 のような公開

特許と権利が存続している有効特許との

解析が容易にできることがわかった。 
 

 
図 3-1.生死情報の活用 

 
3-1-2 検索用中国語の抽出 
 英語/中国語のハイブリッド検索機能を

利用して英語ワードから中国語を容易に

抽出できるようになった。 
 商用英語データベースの多くは部分

一致や後方一致検索ができないものが

多いが、日本版 CNIPR では発明の名

称に「%scope」と入力して検索すると「内

视镜 or 内窥镜 or 内镜」だけでなく、

次のような「人体の部位＋镜」に関する

個別の内視鏡用語を抽出できる。 
 
「胃肠镜,肛肠镜,直肠镜,小肠镜,结

肠镜,肠胃镜,腹腔镜,胸腔镜,鼻腔镜,

气管镜,气管导管镜,气管喉镜,气管插

管镜,肾软镜,咽喉镜,内诊镜,鼻窦镜,

前鼻镜,乳管镜,胆囊镜,输尿管镜,胆

道镜,膀胱镜,血管镜,宫腔镜,宫底镜」 

 また、窒素化合物で使われる

「nitrile」も「腈」「晴」「睛」「氰」「青」の

ような異表記（誤表記を含む）などを網羅

的に抽出できることが確認できた。 
  
3-1-3.法律状態検索 
 法律状態検索を活用して同時（二重）

出願における実用新案の「重複授権放

棄」の推移を調べたものを図 3-2 に示し

た。 
 

 
図 3-2.実用新案の重複授権放棄 

 
 検索用の「法律状態」用語は、検索フィ

ールドにある虫眼鏡アイコンをクリックす

ることで図 3-3 のような中国語が日本語

対訳付きで表示されるので copy&past
して簡単に検索に利用できる。但し、重

複した用語が未整理状態で並んでいる

ので整理が必要である。 
 
   中国語         日本語 

 
図 3-3.法律状態検索用用語 
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3-2．表示・出力機能 
3-2-1.翻訳機能とハイライト機能 
 要約だけでなく、全請求項や全文がボ

タン 1 つで英語や日本語に翻訳でき、か

つ、5 文字までのキーワードをカラーで

ハイライトしてくれるので査読する場合に

は便利である。もちろん、翻訳したものだ

けでなく中国語そのままでもハイライト機

能が利用できる（図 3-4）。 
 

 
図 3-4.ハイライト機能 

 
3-2-2.解析機能 
 図 3-5.に示す解析機能は、中国語版

CNIPR のみの機能である。 
 

 
 
3-2-3.ダウンロード 
 以下の項目が中国語と英語でダウ

ンロード可能であることを確認した。 

 ・出願番号、出願日 

 ・公開番号、公開日 

 ・発明の名称 

 ・要約 

 ・全請求項、第一請求項 

 ・優先権 

 ・IPC 主分類、全分類 

 ・出願人、出願人住所、発明者 

 ・代理人、代理人事務所 

 ・国省コード 

 ・法律状態（生死状態） 

 

 特に、全請求項はもちろん、法律状態

（生死状態）の表示は大量の情報をダウ

ンロードする場合に、権利が存続してい

る（生きている）特許（実案）から査読でき

るなどの点でも有用である。 

 

 生死状態は次の 3 種で表示される。 

 a)有权：登録となって年金も納付されて

生きているもの。 

 b)在审：審査請求前後の公開特許 

 c)无权：年金未納や放棄、拒絶などで

失効したもの 

 

4．おわりに 
中国においては、2012 年に優先審査

制度が施行されたのを契機に、出願から

6 か月以内に公開される「早期公開特

許」などが急増しており 3)、それらの情報

は商用英語データベースでは収録のタ

イムラグなどから早期に網羅的に把握す

ることが難しい。さらに機械翻訳を利用し

て中国語を英語に翻訳しているデータ

ベースにおいては、翻訳精度の点から

やはり網羅的検索は難しいと考えられる

ので、中国語での補完的な調査が必須

となっている。 
そのような中、中国語データベースで

ある CNIPR の日本版とも言うべき「日本

版 CNIPR」（現時点では日本語では検

索できない）がリリースされた。 
英語と中国語でのハイブリッド検索機

能により、検索に必須な中国語が容易に

抽出でき、生死情報別や法律状態から

の検索も可能となって権利関係情報が

迅速に把握できるようになった。 
 出力機能においても、中国語だけでな
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く英語データのダウンロードが全請求項

や法律状態（生死）情報まで可能となり、

従来の中国版 CNIPR にはない機能が

ふんだんに搭載された。 
 本年 11 月には、日本語での検索も可

能となるなど、中国語の読み書きができ

ない日本の多くのサーチャーにとって、

ますます中国特許調査が身近になるも

のと思われる。 
 
 
本報告は２０１４年度の「アジア特許情報

研究会」のワーキングの成果として報告

するものであり、研究会の皆様には情報

の提供及び数々のアドバイスをいただき

ました。 ここに改めて感謝申し上げま

す。 
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